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掘削土バケツ

2019年(令和元年)5月号
第41号いろは呑龍新聞

浸水から街を守る『いろは呑龍トンネル』

作業室内の口開掘削
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艤装設備その１（マンロック）

３ロットのコンクリート打設が完了し、いよいよ
ポンプ場の掘削沈下の準備が整いました！

地下作業室に天井走行ショベルを設置する
ため、セントル土砂の口開掘削を開始しました。

最初は人力でマテリアルロック（掘削土バケ
ツの搬出口）周りの土を掘り、機械設置のス
ペースができたら、函内バックホウでセントル土
砂を掘削していきます。

掘削した土砂は掘削土バケツに入れ、バケツ
を排土キャリアで吊り上げ、ダンプトラックで場
外に出していきます。

今後、作業室内に天井走行ショベルを組み
立てていきます。

ポンプ場にニューマチックケーソン工法の艤装設備※

であるマンロックを設置しました！

マンロックはポンプ場の地下に設けた作業室へ作業
員が入るための設備です。

地下にある作業室は地下水が入ってくるため、圧縮
空気を地上から送り込み、地下水を空気で押さえなが
ら土砂を掘りますが、作業室は高気圧状態となるため、
作業員は潜函病（潜水病）発症のリスクがあります。

そのため、マンロックにはロック内部の気圧を調整す
る機能があり、作業員はマンロックの中で体を徐々に大
気圧⇔高気圧に慣らすことで、潜函病の発生を抑える
ことができます。

いろは呑龍トンネルに貯めた水を桂川へ放流するポンプ場を造っています。

マンロック マンロック

出入口

地下での作業を安全に行う
ための重要な設備なんだね！

坑内圧力計

排土キャリア内土砂ホッパ（50m3） ポンプ場航空写真（R元.5）

4ロット目配筋中

掘削土搬出状況

掘削土バケツ

排土キャリア

作業横断図

③排土キャリアに
貯めた土砂を
ダンプトラック
で運搬

①地下で土砂を掘削し、土砂搬出用の
バケツ（掘削土バケツ）に積込

②バケツを吊り上げ、
土砂を地上に搬出

掘削土バケツ（1m3）

※艤装設備：地下作業室の圧力を保持するための設備

ぎ そう

ぎ そう

くちあけ くっさく


